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昭和40年，北海道立林産試験場(旭川)より，部分的

に黒く変色している木材円板(写真)を入手した。これ

は，冠水状態にあった，まかば (Betulama.ximowiczii 

REGEL)および， しなのき (Tiliajaponica SIMK)の切

片で，木口に当る部分と，樹皮の部分に広範囲に黒色部

および黒色斑点が認められたものである。

木材の変色は著しく外観を損ねるばかりでなく，その

強度を減ずるなど産業に及ぼす影響は大きいのである

が，原因菌に関する研究は甚だ少なく，木材汚染の防除

対策を立てる上にも必要なことと思われるので，汚染原

因菌の分離および分類を試みた。

1. 木材円板黒色部の直接検鏡

原因菌!の分離に先立ち，木材黒色部をセロテープでと

り，直接検鏡を行なった。その結果，木口および樹皮の

いずれにも多量の渦巻状細胞が認められた。渦巻状細胞

は， 多数の隔壁により多細胞に分かれた helicosporic

fungiの分生子と思われるもので，これを支える分生子

柄および菌糸が淡褐色ないし陪褐色で，菌糸に比較して

分生子の多いのが特徴のようである。このほか， setaと

思われる，先端の尖った槍の穂先様の菌糸端が見られ

た。これは恐らく ，Helicomyces属叉は Helico学ora属

菌に由来するもので，黒色化の原因は大部分このものに

よると考えられた。

1I. 糸状菌の分離，同定

木材黒色部の原因菌を糸状菌と考え，木材片，木材浸

出液，ブドー糖馬鈴薯寒天 (PGA)，CZAPEK氏寒天な

どを用いて，糸状菌類を分離し，同種培地により純粋分

離を行なった。分離菌株は，主として CZAPEK氏寒天，

PGA上の生育状態，形態などを観察し LINDAU19)，

GILMAN9)， BESSEy8)， BARNETT4)らの著書を参考と

して分類した。

その結果，変色に関係ありと思われる糸状菌として，

Phoma hibernica GRIMES， O'CONNOR et 

CUMMINS 

Helicomyces bellus MORGAN 

Ceρ'haloゆ0門!ummyco}うhilum(CORDA) TUBAKI 

Spot・otrichumroseolum OUDEMANS et 

BEI]ERINCK 

S}ぅicariaelegans CORDA 

Aureobasidium pullula刀s(DEBARY) ARNAUD 

Phialophora fastigiata LAGERBERG et MELIN 

Clado学oriumherbarum (PERSOON) LINK 

Graρhium aureum HEDGCOCK 

Fusarium chlamydosporum WOLLENWEBER et 

REINKING 

の10属10種が得られた。

以下，それぞれの性状を記述する。
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写真. 黒く変色した木材円板

Phomノ“ Iあめの>nicctGRIMES， O'CONNOR et 
CUMMINS10) (Fig. fl 

CZAPEK氏寒天J二のil¥i叢は始め白色て、湾く広がり， 10 

日間後直径約8cmに達するが， 1分子擦の形成と共に淡

寅桃色を呈し，後，次第に時褐色なし、し黒褐色となる。

菌糸は直径 2.5~5μ でよく分11皮発達し空中j'l\l糸の発達

により綿:伏を呈するに至る。粉子器は}-~池上の，発達し

た空中j'j¥l糸に半ば埋まった形で形成され， 直径 100~

200μ の査型で 1~21留の口孔を有し持J色ないし黒褐色

を呈す。粉子器の中には，t~i 径 2~2.5μ，長径 2.5~5 /1， 

楕円形の分生子を多数内蔵して淡桃色を呈している。

植物生体寄生j't!とされ，土り!)i巾iこ広く分布している o

PGA斜面を用いた生育温度試験では， 4~320C で生育4

27
0
C前後が最適であった。

FIelicOJn)げceiθbell1.ιSMORGAN20) (Fig. 2i 

PGA 上のjfJ叢は多数の分生子に覆われ紋毛~7~ ないし

綿毛状，灰桃色で後に灰紫色となり，表面は黒渇色ない

し黒色合呈するに至る。菌糸は隔壁を有して分11伎発達

し，直径約5μ で褐色を呈す。 菌糸の全側面および分|伎

の先端iこ小突起状，叉はじi歯状，淡褐色の分生子柄を生

じ，その先端に渦巻状の分生子を 1(1司着生する。分生子

は無色で，直径 3~5μ，長さ 100~1801'， 5~20 個の細

胞に分かれている O 分生子の隔壁は薄く， 1則正lて、;ない場

合も多し、。渦巻は21 /z~3 liz回巻きで略一定し，渦巻き

の中心に来る一端は尖り，渦巻きの基i~\に当る J加士、丸

い。試料果、色部の多くはこのI請によると忠、われ， 711木な

どに苦手生してi者糸を1tJJIillし，それ合ほとんど援う位に大

量の分生子を形成するのが特徴である。分離tìW~には湿

i問状態のくるみの¥:i'iJ皮が好適て、あった。

国内における helicosporicfungiとしては， 1会氏24)

による朽木， 朽葉から得た Helicomycesωnbiguus，

HelicoSlう0門um1りanacheum，Helicodendro71 conglo-

meratumの報告がある。

PGA上て、は， 40C以下， 320C以上で発育せず， 270C 

が生育に最適であった。

CephαlospOJ'í~t1n m'lIcophil制17ι(CORDA)
TUBAKI23) 

Synonytn: HlIαlop1.tS泊1.lIcophU1.tSCORDA 
(Fig.3) 

CZAPEK氏寒天との菌叢はiX.黄緑色を呈し純毛状て、

10日後，直径約2cmの円形となる。裏面淡黄緑色ない

しIl音緑11'¥色を皇す。菌糸l土直径約2μ でよく分岐発達
し昨!jに結束糸状の発育を示す。 菌糸の側面から分生子

柄を直立しその先端に分生子のゆるい塊を着生する。分
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生子柄は単一又は1-3本，稀に4本に分11皮し，基部やや

くびれ，第一節までは直径約3μ，長さ約20μ で幾分膨

らみをもち，次第に先細となり，直径1.5-2.5μ，長さ

15-55μ で，先端僅かに膨らみ，分生子を生ずる。分生

子は長卵形，長楕円形ないしはソーセージ型で轡曲した

ものもある。直径2.5-3μ，長さ 5-8.5μ で，分生子柄

に集まって直径13-25μ の球塊となる。

この種は椿氏23)により，植物朽葉，きのこ類に寄生す

るものとして分離されている。

生育適温は 250Cで、ある。

Sporotrich~t}品 Toseolu古品 OUDEMANS et 

BEIJERINCK!1) (Fig. 4) 

CZAPEK氏寒天上の菌叢は始め白色綿状，後に僅かに

桃黄色を呈し，撚糸状となり，裏面は灰褐色となる。菌

糸は直径1-2μ で，よく発達して不規則に分岐し，側面

および先端に小突起様の短い分生子柄を不規則に生じ，

それぞれの上に1個の分生子を形成する。分生子は倒卵

形で，直径約2院長さ約5μ。土壌中に広く分布する糸

状菌とされている。

4-320Cで発育出来るが 22-320Cが生育適温である。

Spic“riα elegα仰SCORDA12) (Fig. 5) 
CZAPEK氏寒天上の菌叢は始め白色紙毛状ないし綿

毛状で，分生子の形成とともに微黄灰色，粗粉状を呈す

る。裏面は始めチョコレート色，後暗褐色となる。菌糸

は隔墜を有してよく分11皮発達し，分岐して分生子柄を叉

状，又は輪状に形成する。分生子柄は直径2.5μ，長さ約

150μ で隔壁を有し，表面は微細な突包に覆われ粗状を

呈す。その先端部は 2-3段にわたり車軸状に分岐して

広がり，各分岐上に2-61悶，通常3個の分生梗子を形成
する。分生梗子は長い小薬壕型で，直径2.5μ，長さ 13-

25μで，上部は細長しその先端より紡錘形ないし梨型

の分生子を連鎖状に生ずる。分生子は直径2.5μ，長さ

5μ で， 50-150μ の長さに連らなる。土壌中に広く分

布する。

4-320Cで発育し， 320Cが生育適温である。

Aureobαsicli制泊乱 pull~tlans (DE BARY) 

ARNAUD5，7，13，22) 

Synonyms: Dωnati~ι制 pull~tl仰柑 DEBARY

IfonnoneJnαp旬II制Zαns(DE-

BARY) LAGERBERG et為1ELIN

P叫 lulαriap~tllulans (DEBARY) 

BERKHOUT (Fig. 6) 

CZAPEK氏寒天上の菌苔は始め淡黄桃色，後，黒褐色

ないし黒色となり，表面平滑，泥質で粘性を有し，培養

が古くなると膜状となり粗面を呈するものもある。菌苔

の縁辺は平滑であるが，菌糸状発育による樹根状に広が

る場合が多く， 10日後，直径約3cmとなる。菌糸は直

径 2.5-3μ で隔壁多く， 無色ないし褐色で分11皮発達す

る。多くは菌糸の中間に厚膜細胞の連鎖を生ずる。厚膜

細胞は直径3-6μ，長さ 5-7.5μ で暗褐色を呈し， 縦

横に隔壁を生じて 2-4個の細胞に分かれる。菌糸の側

面に小突起を生じ，その上に分生子を着生する。分生子

は卵形，指円形，長卵形ないし長楕円形で表面平滑，直

径2.5-5μ，長さ 5-10μ，隔壁を有するものもあり，菌

糸から分離独立し，出芽法により増殖，叉は菌糸体に発

達する。

自然、界における分布は広く，果実類に自然着生する芽

生菌の大部分がこの菌であったこともある。生育適温は

270C。

Phittlop]wrαfωstigiatαLAGERBERG et 

MELIN3，6，18) (Fig. 7) 

CZAPEK氏寒天上の菌叢は緑灰色，紋毛状で2週間後

直径約4cmに達する。裏面は平滑で暗緑褐色，後黒色

となる。菌糸は直径約2μ，暗褐色で，よく分岐発達し，

結束糸状を呈するものも多い。菌糸の側面から分岐して

分生子柄を直立する。分生子柄は褐色で直径約2.5μ，中

心部に幾分膨らみをもち，表面平滑である。分生子柄か

ら直接に，叉は，更に 1-3段にわたって不規則に分11皮し

た上に分生梗子を 1-数個，多くは密着して生ずる。分

生梗子は，口の聞いた長し、小薬壕型，叉は徳、利状を呈し

褐色で直径2.5-3μ，長さ 7.5-9.5μ で，その上端，聞

いた口から分生子を内生して押し出す。分生子は卵形，

長卵形，楕円形で，直径2-2.5μ，長さ 3-5.5μ，多くは

油消を含む。形成された分生子は分生梗子上に留り，直

径10-20μ の塊状となる。菌糸から直接， 分生梗子を

生ずる場合も多い。

この種は北海道内におし、て黒変したパノレプ，スライム

からも分離された。生育適温は 27
0Cである。

Clαtloporl切2品 herbαr制11乱 (PERSOON)LINK14， 

22) (Fig. 8) 

CZAPEK氏寒天上の菌叢は灰緑色ないし暗緑褐色で

紋毛状の発育をし 2週間後， 直径約4cmの円形とな

る。裏面は暗緑色で中心部は黒色を呈し，平滑である。

菌糸は直径約4目5μ，暗褐色で粗面を呈し，よく分11皮発達
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する。菌糸の側面から直立して分生子柄を生ずる。 鎖は2-数個にわたり，頂端の分生子は直径約3μ，長さ

約7.5μ の卵形を呈する。いずれも表面微粒状で暗褐色分生子柄は暗褐色で直径約5μ，基部および頂部でく

びれ，中間で膨らんだ柱状で隔壁を有するものもある。

分生子柄上に分岐して分生子の連鎖を生ずる。分岐する

分生子は，多く卵形ないし長卵形および長楕円形で，隔

壁を有するものもあり，直径4-5μ，長さ 7.5-10μ，そ

の一端は膝関節状に突出して他の分生子と連結する。連

である。

この種の自然、界における分布は広い。

冷温に強く，冷室(ー20
0
C)から板壁黒斑の原因として

分離したことがある。

Table 1. Fungi from colored wood 

Mycelium septate， asexual spores. (Class Fungi Imperfecti). 

-Conidia in pycnidia. (Order Sphaeropsidales) 

Dark pycnidia， with an ostiole. (Family Sphaeropsidaceae). 

Conidia single， ellipsoid， bright colored. Genus Phoma 

-Conidia on conidiophore. (Order Moniliales). 

Phoma hibernica GRIMES， O'CONNOR et 
CUMMINS 

-Conidiophores simple， scattered， clear or bright colored. (Family Moniliaceae). 

Conidia plane coil， many celled， narrow， hygroscopic. 

Conidiophores short， teeth like. Genus Helicomyces 

-Conidia 1・celled，round to ellipsoid. 

-Conidiophores long， clear. 

Conidia not in chains. 

一Conidiophoresbranched at tip and side. 

'. Helicornyces bellus MORGAN 

Genus Cephalosporium 

Cephalosporiunιmycophilum (CORDA) TUBAKI 

-Branching conidiophores not in whorls. Genus Sporotrichum 

Branching conidiophores in whorls. 

Conidia in chains. 

Conidiophores dark colored. (Family Dematiaceae) 

Conidia 1-celled， round to ellipsoid. 

Conidiophores not distinct. 

Sporotrichum reseolum OUDEMANS et 
BEIJERINCK 

Genus Spicaria 

. Spicaria elegans CORDA 

Conidia not in chain， budding. Genus Aureob出 idium

Aureobasidium pullulans (DEBARY) ARNAUD 

Conidiophores distinct. 

Conidia clustered， endogenous. Genus Phialophora 

. Phialoplwra j包stigiataLAGERBERG et MELIN 

Conidia 1-or more-celled， in chain， not uniformed. Genus Cladosporium 

. Cladosporium herbarum (PERSOON) LINK 

Conidiophores into synemata. (Family Stilbaceae) 

Conidia 1-celled， ellipsoid， clear， in mucous mass. Genus Graphium 

. Gr・'aphiumaureum HEDGCOCK 

-Conidiophores in sporodochia. (Family Tuberculariaceae) 

Conidia and conidiophores hyaline 

Conidia fusiform， curved. Genus Fus.ω，um 
. Fusarium chlamydoψorum WOLLENWEBER 
et REINKING 
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Gr(J，pkhtl品目制reU'IItHEDGCOCKI7) (Fig. 9) 

CZAPEK氏寒天上に菌糸よく分岐発達して白色綿毛

状の菌叢をなす。菌糸は直径2μ で，その側面および端

部から直立して直径2.5μ，長さ 5-20μ の短い分生子柄

を生ずる。分生子柄の先端から直接，叉は更に分岐した

上に分生子を生ずる。分生子は倒立卵形又は長い梶棒状

で，直径2-2.5μ，長さ 5-7μ である。叉，菌糸より直

径1.5-2μ の分生子柄が数本ないし数十本立上がって結

束糸を形成し，それぞれの分生子柄の先端に分生子を単

生し叉は分岐して形成し，これらの分生子は粘質物に

より球状に塊まる。結束糸は直径30-40μ，高さ 150-

250ρ，その下部は褐色ないし黒渇色で上部に至り次第

に淡色となる。頂端の粘質塊は，直径50-80μ，始め無

色で，後， クリーム色から淡褐色を呈する。また，結束

糸上に着生する分生子は，直径1.5-3.7μ，長さ 2.5-

15μ，長楕円形または長倒卵形を呈する。

この種糸状菌は HEDGCOCK氏17)により木材黒色化

の原因菌のーっとして報告されており，国内においては，

青島，小林両氏2)により Graphiumsp が， マツ材の

“blue-staining fungi"として報告されている。本試料に

おいても Heli，化C印OωmりZげ:ycesbellんu

力な原因1歯岩と見られる。また，これと同種は，昭和 4~ 年

3月，著者らによって，北海道農業試験場冷温室(-200C)

の板壁から，Cladosporium herbarumとともに，黒色

斑点の原因菌として分離され，低温にもよく生育するも

のと見られる。生育温度試験では 4-3TCによく発育

し，適温は 22-270Cであった。

FUSltl'加m~chlallιlIdosPOl'附nWOLLENWEBER 

et REINKINGI5) (Fig. 10) 

CZAPEK氏寒天上の菌叢は白色綿状で，室温， 10日後

に直径約8cmに達する。空中菌糸の発達とともに柔い

綿状の菌叢は高さ約1cmとなる。菌叢裏面は始め白色

から次第に淡桃色ないし淡貰桃色を呈するに至る。菌糸

は直径3-5μ。空中菌糸は直径2.5-3μ でよく分11皮発

達する。菌糸の側面から中間やや膨れた柱状の分生子柄

を直立または分11皮して生ずる。分生子柄は直径2.5-3μ，

長さ 1-60μ でその先端は膨らまず，分生子の塊を着生

する。分生子は大小2型あり，小分生子は，倒立卵形な

いし長楕円形で，端部はやや細く中心より僅かにずれ

る。直径2.5-4μ，長さ 5-20μ である。大分生子は円

筒状のもの多く，両端は細くラ僅かに轡f!lJして船型を呈

する。 1-4個の細胞よりなるもの多く，直径4-5μ，長

さ15-35μ である。

4-320Cで発育し，22-270Cが生育の最適温度である o

分離菌種についての分類検索表を Table1に示した。

lII. 考察

分離10種の糸状菌は，その培養においていすれも菌糸

や分生子柄および分生子などが着色し，木材変色の原因

となるものと思われるが，この中特に黒色化に影響する

と恩われるものは Pho1Jlahibernica， Helicomyces bel-

lus， Aureobasidium pullulans， Phialophora fastigiata， 

Cladosporium herbarumおよび Graphiumaureum 

の6属 6種で，Hellicomyces bellusおよび Graphium

aUreU1Jlは湿潤状態を好んで発育するものである。試料

が冠水状態にあったことが両者の発育を促したものと考

えられる。またCephaloψoriummycophilum， Spicaria 

eleg，仰 5が溺変を惹起し， S1うorotrichumroseolumと

Fusω-ium chl，ιmydoゆoγu仰が赤変にあがるものと推察

される。

HEDGCOCK氏16)の報告では，マツ材の青変菌として

Ceratostomella属菌8種を，黒変菌として Graphium，

Hormodendron， Hormiscium， Alternaria， Stachybo・

hツs，Chaetomiu/Jl， Aゃergillus，Stemonitis， Gliocla-

diUJ凡など，赤変菌として Penicillium2種と Fusarium

roseωnを得ており，青島， 小林両氏2)は，日本産7 ツ

材の青変菌として Graphiumsp.のほかに Ceratosto-

mella sp.， Leptogr.ゅhiumspを，青島，林両氏1)は北海

道産エゾ7 ツの青変菌として Endoconidiop~叫-a coeru-

lescensをそれぞれ報告しているが，本試料からは Grap-

hiu1Jlを除いていずれも分離されず， 試料が冠水状態に

あったことから，糸状菌相が異なったものと推察される。

要約

冠水状態にあった， まかば (Betulamaximowiczii 

REGEL)， しなのき (Tiliajaponica SIMK)の黒色部の

原因菌を，糸状菌を主として検べ，木材変色の原因菌と

して，

Phoma hめernicaGRIMES， O'CONNOR et 

CUMMINS 

Helicomyces bellus MORGAN 

Cψhaloやoriummycophilum (CORDA) TUBAKI 

Sporotrichum roseolum OUDEMANS et 

BElJERINCK 

Sρicaria elegans CORDA 

Aureobasidium pullulans (DEBARY) ARNAUD 

Phialophora fastigiata LAGERBERG et MELIN 

Cladosporium herbarum (PERSOON) LINK 
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Fusarium chlamydosporu!lιWOLLENWEBER et 

REINKING 

の10属 10種を得た。

この中，Phoma hibernica， I-Ielicom:戸、esbellus， Au-

reobasidium pullulans， Phialoplwra jastigiata， Clado-

sporium herbaru1ll および Graphiumaureumが黒色

イヒに，Cephalosporium mycophilum， Spicaria elegans 

が褐変に，また，Sporotrichum roseolumとFusarium

chlamydo，ψorumが赤変にそれぞれ影響するものと思
われる。

この実験試料は北海道立林産試験所布村技師の提供に

よるものであり，試料木材鑑定は，北大農学部林産学科

木材加工学講座宮島助教授と造林学講座武藤助教授にお

昨夏L、した。共に厚く感謝の意、を表する。
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Summary 

W ood pieces of a birch-tree (Betula 1Ilaximowiczii 

REGEL) and a lime-tree (Tiliajaponica SIMK)， whcih 

had been washed and stained in black， were inves-

tigated to五ndongm with which the wood stu鉦

diminishes its economical value. 

Ten genera and ten species of molds were isolated 

and identi五巴das wood-staining fungi as follows: 

Phollla hibernica GRIMES， O'CONNOR et 
CUMMINS 

Helicomyces bellus MORGAN 

Cephalosporium mycophilum (CORDA) TUBAKI 

Sporotrichurn roseolum OUDEMANS et 

BE!JERINCK 

Sρicaria elegans CORDA 

Aureobasidium pullulans (DEBARY) ARNAUD 

Phialophora jastigiata LAGERBERG et MELIN 

Cladosporium herbm古川 (PERSOON)LINK 

Graphium aureum HEDGCOCK 

Fusariurn chlamydoゆorumWOLLENWEBER et 

REINKING 

Of these isolates， Pholl1a hibernica， Helico川yces

bellus， Aureobasidium pullulans， Phialophora f包s-
tigiata， Cladosporium herbarum and Gralうhiulllau-

reω叫 areseemed to be black-staining， and Cephalos-

porium mycoρhilum， ::'picaria elegans ar巴 thought

to affect for browning， and also Sρorotrichum 1・0・

seolurn and Fusarium chlarnydosporum are for red司

dening 
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Phoma hibernica GRIMES O'CONNOR et CUMMINS 
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Fig. 2. I-lelicomyces bellus MORGAN 
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Fig. 3. Cephalosporium mycophilum (CORDA) TUBAKI 
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Fig. 4. Sporotri・'chumroseolum OUDEMANS et BEIJERINCK 
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Fig. 5. Splcaria elegans CORDA 
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Fig. 6. A.ureobasidium jJullulans (DEBARY) ARNAtJD 
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Fig. 8. Cladosporiu/IL herbarum (PERSOON) LINK 
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Fig.9. G1・'aphiumaureUl1l HEDGCOCK 
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Fig. 10. Fusarium chlamydosporu1I/ WOLLENWEBER et REINKING 


